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第14期特別委員会の活動始まる

平成元年2月　日本学術会議広報委員会
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　日本学術会議では、昨年の10月の総会において設置された第14期の各特別委員会が活動を始め・ましだが．一今回の日本学

’術会議だよりでは、これらの特別委員会に加えてヤ本会議が行っている国際的活動等についてお知らせ“だします。
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　　　　　’『第14期の特別委員会一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　．
　昨年10月の第重06『回総会で決定された、日奉学術会議の
一
第 14期活動計画では、1活動の重点目標どして、①人類の福

祉・平和及び自然との係わり’を重視する学術の振興、②基

礎研究の推進と諸科学の整合的発展、③国際関係の重裸と
こ国際的寄与の拡大、の3本の柱を掲げるとともに、一これぢ

の重点目標を踏まえて、多方面の科学者によって構成され
、細本学術会議にふさわし絡分里予にわたって広く対応し、

一かっ、第14期中に適切な形で報告・提言に取りまとめるべ

き具体的課題として15の課題を選定七ている。

　この度設置された7つの特別委員会は、土記の具体的課

題のうち、従来から常設されてy・る6っの常置委員会（別
掲参照）で取り扱’うものを除き、かつ、緊急に調査審議を

行う必要のある7課題に対応するものである。

　各特別委員会の名称及び任務等は次のとおりである。

◆平和及び国際摩擦に関する特別委員会、

　　委員長：川田侃（第2部会員）
　　（任務）国際的視野と我が国が置かれている地域的状況

　　　　や特性を踏まえて、国際摩擦（文化的・政治経済

　　　　的・技術的等）の解決と平和に関する総合的な研

　　　　究φ推進の在り方やそ，の体制等について検討する。

◆医療技術と社会に関する特別委員会

　　委員長：水越　治（第7部会員〉
　　（任務）医療技術の急速な進展は、自然科学の分野だけ

　　　　でなく、人文・社会科学の領域にも種々の問題を

　　　　提起している。様々な医療技術に係わる社会的側

　　　　面を総合的に検討する。

◆生命科学と生命工学特別委員会

　　委員長：井上英二（第7部会員）・，

　　（任務）生命科学と生命工学の推進方策を検討するとと

　　　　もに、これらの急速な進歩を踏まえ、それらと人

　　　　間・社会及び自然との係わりについても総合的に

　　　　検討する。

◆農業・農村間題特別委員会

　一一委鼻長：永簡豊（第6部会員）
　て任務）農業㌧農村のもつ食糧生産や環境保全等の多面

　　　　的機能について、近年の国際的・国内的状況を踏

　　　　まえっつ、文化・経済・自然・都市との係わりで

　’∵’『幅広ぐ検討する・

て◆資源・干ネルギー問題特別委員会

　f’委鼻長：上之園親佐（第5部会員）

　　（任務〉資源・エネルギーの開発と利用φ問題を検討す

’　　　る。．それに伴う自然及び人間社会への好ましく，な

　　　・　い影響を防止するという観点からも間題を檎討す

　　　　づ。
◇入間活動と地球環境に蘭する特別委阜会

　　委員長：吉野正敏（第4部会員）．

　　（任務γ近年・経済社会活動り拡大等を背景に・，人間活

　　　　動が環境に及ぼす影響が地球的規模で広がってお

　　　　り、深刻化する可能性を強めている。このような

　　　　状況を蹄まえ、．人間活動と地球環境の間題等を検

　　　　討する。

◆高度技術化社会特別委員会
　　委員長：佐藤　豪『（第5部会員）

1　（任務）曙エレクトロニクス、メカニクス箏の技術の発展

　　　　　・普及が社会に及ぼす影響、社会の情報化・技術

　　　　化と人間との調和等にっいて検討する。また、巨，
　　　　大な技術システムとヒューマン・ラナクターどの

　　　　関連にっいても安全確保と人間性確保の立場から

　　　　検討する。

　これらの各特別委員会は、発足以来現在までに各々2牌

3回の会議を開催するとともに、→委員会によってば、シン

ポジウムやヒヤリングを実施して、それぞれの任務に沿っ

た具体的な審議課題や今後の審議計画等について熱心に審

議を進めている。今後の審議の成果が大いに期待されると

ころであり、今後、審議成果が発表され次第、紹介してい

く予定である。

　なお、．以上の7っの特別委員会のほかに、・先般の総会の

申合せにより、本年の4月総会において、人問の科学特別

委員会（仮称）を追加設置する予定である。この「人間の

科学」については、その具体的検討方法が複雑であるので、

あらかじめ若干の整理を行った後に、特別委員会を発足さ

せることにしたものであり、現在、検討会を設置して問題

点の整理を行一）ているところである。
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　　　　　　　常置　委　員　会

　日本学術会議は、別掲の特別委員会のほかに、6っの常

置委員会を設置している。各常置委員会は、本会議の目的

及び職務・権限に即して、恒常的に調査・審議を進めてい
く必要がある事項について、個々め委員会の職務を明確に

した上で設置されている。各常置委員会の名称と任務等は、

次のとおりである。

●第1常置委員会（委員長：大石泰彦（副会長・第3部会員））一

　　　（任務）研究連絡委員会活動活性化の方策及び日本学

　　　　　術会議の組織等に関することを審議する6

●第2常置委員会（委員長：星野安三郎（第2部会員））

　　　（任務）学問・思想の自由並びに科学者の倫理と社会

　　　　　的責任及び地位の向上に関することを審議するo

●第3常置委員会（委員長：渡邊冨士夫（第7部会員））

　　　（任務）学術の動向の現状分析及び学術の発展の長期

　　　　　的動向に関することを審議する。
●第4常置委員会（委員長：樋自敬二（第4部会員））

　　　（任務）創造的研究醸成のための学術体制に関するこ

　　　　　と及び学術関係諸機関との連携に関することを

　　　　　審議する。

●第5常置委員会（委員長：市川惇信（第5部会員》）

　　　（任務）学術情報・資料に関することを審議する。

●第6常置委員会（委員長：染谷恭次郎（第3部会員）》

　　　（任務）国際学術交流・協力に関することを審議する。

　これらの常置委員会は、昨年7月、第14期発足の際に、

委員を決定するとともに、役員を選出して、直ちに活動を

開始した。各常置委員会は、上記のそれぞれの任務に従い、
また、前期からの委員会ごとの申送りを尊重しつつ、さら

に、第14期の全体の活動計画に沿いながら、第14期の活動方

針及び活動計画をたて、それに基づき鋭意活動を進めている。

　これらの常置委員会は、第13期には、勧告、要望あるい

は見解等をとりまとめるなど多くの成果をあげたが、第14

期の活動も注目されるところである。

　　平成元年（1989年）度共同主催国際会議

　世界の代表的な科学者が一堂に会し、最新の研究情報を

交換する学術関係の国際会議が、我が国でも数多く開催さ

れている。日本学術会議では、これらのうち、毎年おおむ

ね4件について関係学・協会と共同主催している。平成元
年（1989年）度1ごは、次の4国際会議を開催する。

．■第14回高エネルギー加速器国際会議

　・開催期間：平成元年8月21日～26日

　・開催場所：学園センタービル等（つくば市）

　・参加者数：国外300人、国内250人、計550人
　・共催団体：（社）日本物理学会

■第40回国際電気化学会

　・開催期間：平成元年9月17日～22日

　・開催場所：国立京都国際会館（京都市）

　・参加者数：国外200人、国内350人、計550人

　・共催団体：（社）電気化学協会

■第7回国際人工臓器学会世界会議

　・開催期間：平成元年10月1日～4日
　・開催場所：京王プラザホテル（札幌市）

　・参加者数：国外300人、国内700人、計1．000人

　・共催団体：日本人工臓器学会

■第9回結晶成長国際会議

　・開催期問：平成元年8月20日～25日

　・開催場所：ホテル仙台プラザ（仙台市）

　・参加者数：国外300人、国内600人、計900人

　・共催団体：日本結晶成長学会、　（社）応用物理学会

　　　　　二国間学術交流事業
　日本学術含搬では・二国間学術交流事業として・毎年2’

か国を選んで代表団を派遣している。その目的は、「諸外
国1二押乏る学術研究の動向及び現状を把握ずるとともに、．

学術研究に関ナる基本的、全般的事項にっいで相手国科学

者等と意見を交換することにより、我が国の学術の整合的

な発展に寄与する。」ことにあ’る。
1
こ
の
事 業は、昭和58年度から実施されており、これまで

にアメリカ、マレーシア、西ドイツ、インドネシア、スウ

ェーデン、タイ、フランズ秘大韓民国、連合王国、シンガ

ポールの10か国に代表団を派遣してきた。

　昭和63年度は、10月29日．から11月7日まで、チェコスロ
バキア及びポーランドヘ、会長以下6名の会員から成る代

表団を、また11月27日から12月4日まで、カナダヘ、会長

以下5名の会員から成る代表団をそれぞれ派遣した。

　各代表団は、訪問国において、科学技術政策や教育を担
当する行政機関、研究所、大学等を訪れ、関係者との問で

学術関係の情鰻交換を行うとともに、両国の学術研究の問・

題点等について意見交換を行った。

　チェコスロパキア及びポーランドでは、本会議としては

初めての社会主義国の訪問であり、各訪問先で、今回の本

会議代表団の訪間はこれら2か国それぞれとの間の学術交

流について新しい段階を開く契機となり、非常に意義深い

ものであることが強調されるとともに、政治・社会体制を

超えた学術交流の在り方等について、熱心に意見交換が行

われた。

　カナダでは、各訪問先で、近年の我が国の産業の発展と
科学技術の役割の観点から、本会議の役割と活動を含め、

我が国の学術体制に関する質問が多く出されるとともに、

両国問の今後のより．積極的な学術交流・協力をめぐって活

発に意見交換が行われた。

　今回の成果は、代表団訪問時だけのものではなく、本会

議と訪間国関係諸機関との今後の継続的な交流への発展、

相互理解の促進・聚密化等の形で現れてくるものであり、

我が国の学術研究の国際交流・協力の進展に大きく役立っ

ものと期待される。

　　　「熱工学の研究動向と熱技術の進展」

　　　の刊行

　本書は、本会議の熱工学研究連絡委員会が、関係学協会

の協力の基に刊行した「熱工学白書」ともいうべきもので

す。〔1冊1，000円（送料200円）〕

　※本書は、〔財〕日本学術協力財団で取り扱っています。

第2・第4土曜日閉庁の
お知らせ

　「行政機関の休日に関する法律」の施行に伴い、

日本学術会議事務局では、本年1月から毎月第2・

第4土曜日が休みとなります。御理解、御協力をお
願いいたします。

　　御意見・お問い合わせ等がありましたち下記まで
　お寄せください。

　　〒106港区六本木7－22－34
1　　日本学術会議広報委員会　電話03（403）6291

80 、天気”36．3．


